
て
今
回
、
平
成
三
十
年
度
一
般

会
計
予
算
の
中
に
教
育
費
、
中

学
校
費
、
学
校
建
設
費
と
し
て

給
食
施
設
整
備
事
業
一
億
二
百

二
十
八
万
二
千
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
年
次
計
画
で
示
し
た

学
校
は
ど
こ
か
、
ま
た
今
後
発

生
す
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
と

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
示
せ
。

教
育
総
務
部
長

「
中
学
校
給

食
年
次
導
入
計
画
」に
お
い
て
、

平
成
三
十
一
年
四
月
に
は
市
立

池
島
中
学
校
と
市
立
縄
手
南
中

学
校
で
中
学
校
給
食
の
導
入
を

予
定
し
て
い
る
。
今
後
発
生
す

る
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
、
配

膳
室
等
の
整
備
経
費
が
最
大
で

約
十
五
億
円
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
全
中
学
校

で
の
給
食
実
施
以
降
の
運
営
経

費
で
約
八
億
円
を
想
定
し
て
い

る
。
今
後
も
経
費
縮
減
の
意
識

を
持
ち
な
が
ら
、
導
入
計
画
の

最
終
年
度
で
あ
る
平
成
三
十
四

年
度
の
市
立
全
二
十
五
中
学
校

で
の
給
食
実
施
に
向
け
て
、
着

実
に
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

―
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
―

問

楽
し
く
運
動
す
る

こ
と
は
、
気
分
は
爽
や

か
、
血
液
の
体
内
循
環

も
活
発
に
な
り
、
心
身

両
面
の
健
康
に
寄
与
す

る
。
た
だ
、
そ
の
ス
ポ

ー
ツ
に
あ
っ
た
場
所
が

必
要
で
あ
り
、
東
大
阪

市
で
は
少
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
市
内
の
利

用
頻
度
が
少
な
い
大
き

な
公
園
に
て
、
広
い
場

所
が
必
要
な
球
技
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き
る
よ
う
整

備
す
れ
ば
良
い
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

球
技
ス
ポ
ー

ツ
が
で
き
る
施
設
を
整
備
す
る

に
は
、
多
額
の
費
用
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

―
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
将
来

的
な
活
用
に
つ
い
て
―

問

急
速
に
認
知
さ
れ
つ
つ
あ

る
情
報
技
術
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
呼
ば
れ

る
デ
ー
タ
の
単
位
を
一
定
時
間

ご
と
に
生
成
し
、
チ
ェ
ー
ン
の

よ
う
に
連
結
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
デ
ー
タ
を
保
管
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
行
政
利
用

で
は
、
文
書
管
理
や
個
人
認
証

な
ど
で
大
い
に
利
用
価
値
が
あ

り
、
行
財
政
で
も
非
常
に
有
効

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
の
将
来
的
な
有
効

活
用
の
考
え
を
答
え
よ
。

行
政
管
理
部
長

情
報
収
集
に

努
め
る
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ

改
ざ
ん
防
止
に
優
れ
て
い
る
こ

と
、
デ
ー
タ
管
理
が
従
来
よ
り

低
コ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
ど
う
有

効
活
用
で
き
る
か
、
積
極
的
に

検
討
す
る
。

―
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
長
瀬
駅
間
の
歩

道
に
つ
い
て
―

問

今
年
三
月
十
七
日
に
Ｊ
Ｒ

お
お
さ
か
東
線
の
長
瀬
駅
と
新

加
美
駅
の
間
に
「
衣
摺
加
美
北

駅
」
が
開
業
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
発
表
に
よ
る
と
、
来
年
春
に

は
新
大
阪
ま
で
北
区
間
も
開
業

し
、
Ｊ
Ｒ
長
瀬
駅
や
衣
摺
加
美

北
駅
が
新
大
阪
と
直
接
つ
な
が

る
こ
と
に
な
る
。
衣
摺
加
美
北

駅
の
開
業
と
、
そ
の
後
の
新
大

阪
駅
と
の
直
結
は
、
人
や
物
の

流
れ
を
拡
大
し
、
交
流
を
生
み

出
す
こ
と
に
な
る
。
近
畿
大
学

の
周
辺
や
長
瀬
地
区
の
経
済
を

さ
ら
に
活
性
化
す
る
た
め
に
も
、

Ｊ
Ｒ
長
瀬
駅
か
ら
近
鉄
長
瀬
駅

ま
で
既
存
の
道
路
を
使
っ
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
歩
く
こ
と
が

で
き
る
道
路
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
せ
る
の
は
ど
う
か
。

土
木
部
長

Ｊ
Ｒ
お
お
さ
か
東

線
が
新
大
阪
駅
ま
で
直
結
し
た

際
に
は
新
た
な
人
の
流
れ
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
動

線
に
あ
た
る
Ｊ
Ｒ
長
瀬
駅
か
ら

近
鉄
長
瀬
駅
ま
で
の
既
存
道
路

に
つ
い
て
、
誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
道
路
整
備
の
必
要

性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
関
係
各
所
と
協
議
し
、

整
備
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い

く
。

―
公
用
車
の
適
正
利
用
に

つ
い
て
―

問

市
長
公
用
車
も
含
む
す
べ

て
の
公
用
車
が
適
切
に
扱
わ
れ

て
い
る
か
。
市
長
の
認
識
は
。

市
長
公
室
長

適
正
に
使
用
し

て
い
る
。

問

市
長
公
用
車
の
運
転
管
理

日
報
に
、昨
年
十
月
二
十
一
日
、

布
施
や
瓢
箪
山
に
行
っ
た
と
記

録
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
維
新

の
会
の
衆
議
院
候
補
の
応
援
に

行
か
れ
た
の
か
。

市
長

応
援
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

問

そ
れ
は
公
務
な
の
か
。

市
長

国
会
に
行
か
れ
る
可
能

性
の
あ
る
方
と
つ
な
が
り
を
も

つ
こ
と
は
公
務
の
範
疇
。

問

特
定
の
政
党
・
政
治
家
の

支
援
は
公
務
か
。
同
じ
場
に
い

た
大
阪
府
知
事
は
公
務
と
し
て

い
な
い
が
、不
適
切
使
用
で
は
。

市
長

私
は
問
題
が
な
い
と
理

解
し
て
い
る
。

問

舛
添
東
京
都
知
事（
当
時
）

は
公
用
車
で
選
挙
応
援
し
た
こ

と
で
批
判
を
受
け
て
い
る
。
市

長
は
公
務
と
政
務
の
明
確
な
線

引
き
が
な
い
と
答
弁
し
て
い
た
。

教
科
書
選
定
委
員
会
が
偏
っ
て

い
る
か
ら
改
め
る
べ
き
と
の
市

長
の
発
言
の
真
偽
を
問
う
と
公

務
外
と
し
、
選
挙
応
援
は
公
務

と
市
長
は
言
っ
て
い
る
。
勝
手

都
合
で
判
断
し
て
い
る
の
で
は
。

市
長

公
務
と
政
務
が
混
ざ
る

こ
と
も
あ
る
。
公
用
車
の
使
用

は
適
切
に
し
て
い
る
。

問

高
市
総
務
大
臣
（
当
時
）

も
政
党
活
動
と
の
区
別
を
す
べ

き
と
主
張
。
難
し
い
判
断
の
と

き
は
公
用
車
を
使
わ
な
い
の
が

政
治
的
セ
ン
ス
あ
る
首
長
で
は

な
い
か
。

市
長

適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

―
市
長
と
教
科
書
会
社
と
の
接

触
に
つ
い
て
―

問

市
長
が
会
長
を
務
め
る
教

育
再
生
首
長
会
議
と
関
連
の
深

い
日
本
教
育
再
生
機
構
は
、
育

鵬
社
の
教
科
書
の
採
択
を
推
進

し
、
教
科
書
採
択
期
間
中
に
市

長
、
教
育
長
へ
の
面
談
を
続
け

て
い
る
。
東
大
阪
で
は
、
当
時

の
教
育
委
員
長
が
、
育
鵬
社
の

関
係
者
と
布
施
の
喫
茶
店
で
２

度
会
っ
て
い
た
。
市
長
は
市
長

就
任
後
、
育
鵬
社
ま
た
は
フ
ジ

住
宅
関
係
者
と
会
話
し
た
り
、

食
事
を
し
た
り
、
何
ら
か
の
接

触
を
し
た
こ
と
は
一
切
な
い
か
。

市
長

市
長
就
任
後
、
育
鵬
社

ま
た
は
フ
ジ
住
宅
関
係
者
と「
一

対
一
」
で
食
事
や
会
合
な
ど
で

接
触
し
た
こ
と
は
な
い
。

―
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
―

問

二
〇
一
四
年
の
「
医
療
・

介
護
総
合
法
」
二
〇
一
六
年
の

「
地
域
包
括
ケ
ア
強
化
法
」
に

よ
っ
て
、
国
民
に
負
担
増
・
給

利用頻度が少ない公園

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

大
阪
維
新
の
会

日
本
共
産
党

代
表
質
問

上
原

賢
作

個
人
質
問

市
田

綾
乃

市
長
公
用
車
に
よ
る
選
挙
応
援
は
や
め
よ
�

介

護

保

険

料

の

負

担

軽

減

を

�
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